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設定ボタンを押します。1

4
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着信があったとき

次のいずれかの方法で応答してください。（�P46）

































　ボタン�

▲ボタン�

▼ボタン�

実行ボタン�

設定ボタン�

液晶ディスプレイ�
▼
�

　ツウシンリレキ�
０１�

ボタン、 ボタンで通信回数（01
～20）を選び、 ボタンを押します。3

�·�À�»�y�ï�•�§� �·�ï�·�À�»�y�ï��

ボタンを押します。4

ボタンを押します。
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バルク伝送方式の設定を行います。通常は「ツウジョウ」に設定します。

バルク動作を設定するには3より便利に
使う
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リモート保守を行う前に
リモート保守
を行う4
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操作手順の画面は、パソコンの画面表示です。

リモート保守を行うには

パスワードを設定する

最憎 、サブアドレスを設定します。

ソウチセッテイ／シキヘ　ツチャクシン�
　　シキヘ　ツチャクシン［２］　　　　　１＝スル　　２＝シナイ�
　　＞１�
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操作手順の画面は、パソコンの画面表示です。

リモート保守を行うには4リモート保守
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V.25bisとは、一般交換電話網に接続するVシリーズモデムに関して自動起呼、自動応答の
データ端末間を接続する手順です。
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SYE

A C FCSコマンド／インディケーション� F

コマンド

CRN

CRS

PRN

RLN

DIC

CIC

内容

発信指示

短縮発信指示

短縮ダイヤル登録要求
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X.21とは公衆データ網における同期式データ端末装置（DTE）とデータ回線終端装置（DCE）
間のインタフェース用物理的特性と呼制御手順を定義したものです。

X.21アドレスコールについてご参考に5

データ端末機器がレディ状態にある場合、
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●自動発着信の場合（例）
INSメイトV-384の設定値

•DTEインタフェース＝「X.21」
• ER・C設定＝「DTE」
•自動発信=「01～20」
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X.21は、公衆データ網における同期式動作向けのデータ端末装置とデータ回線終端装置間の
インタフェースについての規定です。

X.21 インタフェースの信号線5ご参考に
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お
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